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【活動の目標】 

生物育成の技術による問題解決の工夫を読み取ることができる。 

【 問 い 】 

・生産者はどのような工夫（１年中収穫できるなど）をしてトマトを栽培しているか予想しよう。 

・予想が実際にはどうなのかを項目ごとに分担をしてインターネットで調べてみよう。 

今回 ICT を活用した場面 従来の活動 

B2 調査活動 

インターネットを使い，生産者の工夫について 

調べる 

 

図書室や PC 室で探した資料や教師が準備した複

数資料から選択する 

C3 協働制作 

スライドを班で作成し，各自担当する項目につい

てまとめる 

 

ノートや模造紙などに各自が手書きで資料を作る 

C１ 発表・話し合い 

共有したスライドで製作した資料を各自が端末か

ら見る 

口頭で補足をしながら説明をする 

 

各自がまとめた内容を説明し，説明を受けた人は

ノートにメモを取るなどする。 

【資料】生徒が作成したレポート 

 

技術科 ３年 
さまざまな生物育成の技術 

担当  添島 秀紀 

【ICT 機器を活用する良さ】 

○生徒の予想を実際に確認するまでの時間が短く，疑

問をすぐに解決することができる。（データの活用） 

調べた事柄から更に興味や関心が強まり，自主的な

学習につながる（主体性） 

○Chromebook（一人一台端末）を活用することで全て

の作業がひとつで完結するので準備が楽である。 

○作成したスライドの加筆・修正がスムーズに行う 

ことができる。 

○ファイルを共有することで他者の学びを見合うこ

とがスムーズにできると同時に，グループで分担す

ることで一人の負担が減る。時間短縮になる。 

【改善すべき点と原因および改善案】 

・インターネットで調べたことをコピペするだけに

ならないよう情報を整理する力を養う必要がある。 

・タイピングなどの作業の個人差が大きいので場合

によっては紙媒体の方が早くできる。 

・インターネットを使う上でのモラル指導が必要。 

グループで分担して１枚を担当 


